
彙

報

第

一
三
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
三
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
九

一
年

一
二
月
七
、
八
日

の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
会
員

約

一
七
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平
城
官
跡
第
二
三
二
次

調
査
、
飛
鳥
池
遺
跡
、
桑
津
遺
跡
、
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
、
柳
之
御
所
跡
、

新
潟
県
内
の
緒
立
Ｃ
他
七
遺
跡
、
長
登
銅
山
跡
、
上
高
橋
高
田
遺
跡
出
土
の
木

簡
等
に
加
え
て
、
出
土
が
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
の
湯
ノ
部
遺
跡
の
木
簡
が
展
示

さ
れ
、
関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
七
日

（土
）
（午
後

一
時
ｉ
五
時
）

第

一
三
回
総
会

（議
長
　
志
水
正
司
氏
）

開
会
の
挨
拶
で
狩
野
久
会
長
は
、
新
委
員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

会
運
営
上
改
善
を
要
す
る
点
、
特
に
会
員
問
題
に
取
り
組
む
必
要
性
を
提
示
さ

れ
た
。
ま
た
七
月
に
逝
去
さ
れ
た
田
中
稔
氏

へ
の
友
悼
の
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
議
長
に
志
水
正
司
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
は
い
っ
た
。

会
務
報
告

（館
野
和
己
委
員
）

今
年
度
は
、
新
入
会
員
二

一
名
、
退
会
者

一
名
で
、
計
二
九
四
名
と
な
っ
た

こ
と
、
会
員
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
集
会
参
加
者
が
飽
和
状
態
に
達
し
、
会

の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
の
現
状
認
識
を
示
し
、
今

後
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
会
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と
、
ま
た
会
費
の
長
期
滞
納
者
の

取
扱
い
に
関
す
る
内
規
が
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
田
中
稔
氏
の
御
遺
族

よ
り
五
〇
万
円
の
寄
付
を
う
け
た
こ
と
、
等
の
報
告
が
あ

っ
た
。

編
集
報
告

（栄
原
永
遠
男
委
員
）

『木
簡
研
究
』
第

一
三
号
編
集
担
当
の
栄
原
委
員
か
ら
、
編
集
経
過
が
説
明

さ
れ
た
後
、
製
作
費
の
高
騰

・
頁
数
の
増
加
に
よ
り
、
会
誌
代
を
今
号
か
ら
四

三
〇
〇
円
に
値
上
げ
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（綾
村
宏
委
員

・
笹
山
晴
生
監
事
）

綾
村
委
員
か
ら

一
九
九
〇
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
き

笹
山
監
事
か
ら
、
会
計
運
営
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
監
査
の
際
に

来
年
度
予
算
案
作
成
の
提
言
を
行
な
っ
た
旨
報
告
が
あ

っ
た
。
提
言
を
う
け
て

綾
村
委
員
か
ら
、　
一
九
九
二
年
度
予
算
案
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

以
上
の
案
件
が
、
異
義
な
く
承
認
さ
れ
た
。

入
会
審
査
の
保
留
に
つ
い
て

（狩
野
久
会
長
）

会
則
第
五
条
に
つ
い
て
、
狩
野
会
長
か
ら
二
年
間
を
め
ど
に
新
入
会
員
の
入

会
審
査
を
保
留
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
会
員
の
意
見
を

聞
い
て
検
討
す
る
と
し
て
、
案
件
は
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会
　
鎌
田
元

一
氏
）

考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
筒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
章
氏



近
年
の
新
潟
県
内
出
土
木
簡
と
新
た
な
課
題

　

坂
井
秀
弥
氏
・小
林
昌
二
氏

出
中
氏
の
報
告
は
、
木
製
品
と
し
て
の
木
簡
の
検
討
に
よ
り
、
製
作
技
法
と

記
載
者
の
一
致
を
指
摘
し
、
技
法
と
行
政
組
織
の
関
連
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
遺
跡
の
性
格
や
保
存
問
題
が
注
目
さ
れ
な
新
潟
県
内
出
土
木
簡
の
報
告
は
、

坂
井
氏
が
八
幡
林

。
的
場

・
緒
立
Ｃ
。
発
久

・
曽
根
遺
跡
等
の
概
要
を
説
切
し
、

小
林
氏
が
八
幡
林
出
土
木
簡
を
中
心
に
主
要
な
木
簡
の
内
容
を
説
明
し
た
。
両

報
告
の
内
容
は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
ひ
き
つ
づ
き
同
会
場
に
て
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
二
月
八
日

（日
）
（午
前
九
時
三
〇
分
ぞ
年
後
三
時
）

研
究
集
会

（司
会
　
出
中
敏
史
氏

・
石
上
英

一
氏
）

一
九
九

一
年
全
国
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
公
章
氏

秋
田
城
外
郭
東
門
跡
付
近
出
上
の
木
簡
　
　
　
小
松
正
夫
氏

・
平
川
　
南
氏

山
口
県
長
登
銅
出
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
池
田
善
文
氏

・
八
木
　
充
氏

森
氏
の
報
告
は
、　
一
九
九

一
年
に
全
国
で
木
簡
が
出
土
し
た
三
七
遺
跡
に
つ

い
て
、
木
簡
出
土
遺
構
と
木
簡
の
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
本

号
に
掲
載
で
き
た
。

秋
田
城
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
小
松
氏
が
遺
跡
の
概
要
を
、
平
川
氏
が

木
簡
の
内
容
を
説
明
し
た
。
整
理
途
中
の
報
告
で
あ
り
、
未
報
告
分
を
合
め
た

全
容
の
発
表
が
待
た
れ
る
。

一
九
九
〇
年
度
長
登
銅
山
跡
出
土
木
筒
の
概
容
は
、
前
号
に
池
田

・
八
木
両

氏
に
よ
る
報
告
が
あ
る
。

午
後
か
ら
は
、
追
加
報
告
と
し
て
湯
ノ
部
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
、
滋
賀

県
文
化
財
保
護
協
会
の
大
橋
信
弥
氏
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
二
日
間
の

報
告
に
関
し
て
質
疑
討
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
ゃ
最
後
に
早
川
庄
八
副
会
長

か
ら
会
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、

閉
会
が
告
げ
ら
れ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九

一
年

一
二
月
七
日

（土
）　
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
っ
て
、
会
務
報
告
、
『
木
簡
研
究
』
第

一
三
号
編
集
報
告
及
び

頒
価
に
つ
い
て
、　
一
九
九

一
年
度
会
計
中
間
報
告
、　
一
九
九
二
年
度
予
算
案
、

総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
長
期
会

費
滞
納
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
内
規

（案
）
の
検
討
、
会
の
組
織

・
運
営
に
つ

い
て
、
主
に
会
員
問
題
に
関
す
る
討
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

◇

一
九
九
二
年
五
月
二
二
日

（金
）　
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

会
務
に
関
し
て
は
、
幹
事
交
替

（本
郷
真
紹
氏
の
退
任

・
櫛
木
謙
周
氏

へ
の

委
嘱
）
の
報
告
、
会
費
長
期
滞
納
者
の
内
規
に
よ
る
退
会
の
報
告
が
な
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。　
一
九
九

一
年
度
の
会
計
報
告
、
『木
簡
研
究
』
第

一

四
号
の
編
集
計
画
、
第

一
四
回
大
会
の
日
程

・
報
告
内
容

。
研
究
集
会
の
も
ち

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

ま
た
同
日
、　
一
九
九

一
年
度
の
会
計
監
査
ょ
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
九
二
年

一
一
月
六
日

（金
）　
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

会
務
に
つ
い
て



一
九
九
二
年
度
の
会
計
中
間
報
告
に
つ
い
て

『
木
簡
研
究
』
第

一
四
号
の
編
集
状
況
に
つ
い
て

第

一
四
回
総
会

。
研
究
集
会
の
日
程

。
内
容
等
に
つ
い
て

編

集

後

記

一
雨
ご
と
に
秋
は
深
く
な
っ
て
、
も
う
晩
秋
。
奈
良
公
園
で
は
、
紅
棄
や
ナ

ン
キ
ン
ハ
ゼ
が
朱
色
に
染
ま
り
始
め
て
い
る
。
大
会
ま
で
、
余
す
と
こ
ろ
三
週

間
。
よ
う
や
く
再
校
を
印
刷
所
生
展
せ
る
段
階
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。

本
号
で
は
、
全
国
四
三
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
新
し
い
情
報
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
お
忙
し
い
な
か
、
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
や
、
発
掘
を
担
当
さ
れ
た
方
々
、
関
係
各
機
関
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

論
文
は
五
篇
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
山
中
章
氏
と
小
林
昌
二
氏
の
論
文

は
、
昨
年
の
大
会
報
告
を
も
と
に
、
新
た
な
視
点
を
加
え
て
執
筆
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
両
報
告
が
、
研
究
集
会
で
会
員
諸
氏
の
活
発
な
論
議
を
よ

ん
だ
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
山
中
論
文
は
詳
細
な
図
表
を
加
え
た
四
〇
頁
余

の
雄
篇
で
あ
る
。
岩
本
次
郎
氏
、
鈴
木
景
二
氏
、
吉
村
昌
之
氏
か
ら
、
論
文
を

御
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
た
。
岩
本
論
文
は
長
屋
王
家
木
簡
を
、
鈴
木
論
文
は
二

条
大
路
出
上
の
木
簡
削
層
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
長
屋
王
家
の
経
済
基
盤

の
解
明
、
平
城
京
下
の
下
級
官
人
の
実
態
や
都
と
各
地
域
と
の
交
流
を
析
出
さ

れ
て
い
る
。
吉
村
論
文
で
は
、
敦
燈
漢
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
出
土
遺
構
の
状
況
、

研
究
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
各
位
の
御
努
力
の
御
蔭
で
、

第

一
三
号
と
ほ
ぼ
同
じ
分
量
の
大
冊
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

第

一
四
号
に
つ
い
て
は
、
編
集
担
当
委
員
と
な
っ
た
私
自
身
が
公
務
や
そ
の

他
に
追
わ
れ
て
身
動
き
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
編
集
体
制
に
も
諸
般
の

事
情
が
あ

っ
て
、
例
年
通
り
の
編
集
日
程
で
は
、
大
会
に
到
底
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
原
稿
の
締
切
り
を

一
カ
月
早
め
た

が
、
最
終
的
に
は
例
年
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
何
と
か
大
会
に
間
に
合
い
そ
う
だ
、
と
の
感
触
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
森
公
章
氏
を
始
め
と
す
る
奈
文
研
の
方
々
や
、
委
員

・
幹
事
諸
氏

の
懸
命
な
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。

昨
年
度
の
総
会
で
、
委
員
会
か
ら
新
規
会
員
の
入
会
を
二
年
間
凍
結
す
る
と

の
提
案
が
な
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
八
木

充
委
員
が
本
号
の
巻
頭
言
で
意
を
尽
し
て
お
ら
れ
る
。
木
簡
研
究
集
会
や
木
筒

学
会
の
発
足
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
者
の
一
人
と
し
て
、
私
も
編
集
体
制
の

弱
体
化
を
痛
感
し
て
い
る
し
、
ま
た
全
国
の
各
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
簡
に
つ

い
て
、
そ
の
釈
文
の
作
成
に
複
数
の
委
員
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
た
だ

け
た
ら
、
と
の
切
な
る
思
い
を
も
つ
。
会
員
諸
氏
の
英
知
を
集
め
、
木
簡
研
究

を
志
す
若
い
研
究
者
を
輩
出
さ
せ
る
方
策
を
、
何
と
か
残
さ
れ
た

一
年
間
で
考

え
た
い
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（和
田
　
率
）




